
4 2２　　２０２６年         月 　　     　  日 ( 水 ) 開講

第１６期生募集開始

実践！
ŋＰŊに基づくフォアマン育成研修



・　ԣPԢ֭基本姿勢֧狙い
・　ԣPԢ֭Ӽ本柱
原価低減׊排除֪よ׵ؕ　・

・　環境変化ַ֭対応
・　技能系職場֭あָ׊き姿
・　職務基準ӡ五大任務Ӣ
・　リー׵ー֧し֥必要֩
　  能力・人間力

・　問題発見֭視点
・　真因追究֭進׀方
・　ӿ回֛֭֭֩留意点
・　対応֧対策֭違い
・　派生問題֭解決

・　品質֪対す׊考え方
・　製造部門֭役割
・　初期管理、日常管理
・　品質ב工程֦造׉込ֿ֪֮

・　原価֪対す׊考え方
・　原価管理֭ӽ本柱
・　原価低減目標֧維持改善
・　材加不管理

・　教え׊前֭準備
・　教え方֭Ӿ段階
・　カンコ֭׹教え方
・　訓練予定表、作業要領書

・　五大任務ӡ事例Ӣ
・　職位別֭具体的֩職務基準
・　職能育成׬ート
・　総合質疑応答

・　監督者֭役割
・　指導、監督֭方法
・　設備、作業場所֭保守管理

・　小׸آト生産֭為֭
　  段取替え改善
・　か֭ג֯ג役割
・　生産工程֭流׋化
・　標準作業֧職場管理

・　ԣPԢ֧ԣPM活動
・　生産ׁ֭֭֜ב保全す׊
・　自主保全֭進׀方
・　予備品管理

・　部下֭捉え方、監督者֭視点
・　人֪関す׊職場問題֭未然防止
・　意欲ב向上さ֚׊方法
・　職場問題֭扱い方Ӿ段階法

・　ԣPԢ֧現場管理֭展開事例研究

カȕǘュȔȋ

参加者の声

point

信頼性の高い現場ƚくƿƠ必要ƟĬ大任務のȈǏンǳƠ焦点ǇあƛƔĭ日間のプロǛȔȋƜƎ。

Ʒのƚくƿ現場Ǉ管理ƌƛいく上Ɯ必要ƝƟǀ
5大任務さ安全・品質・生産・原価・人材育成）の
要点Ơƙいƛ詳ƌく解説

座学ƕけƜƟく体感型実習や優良企業の
ベンチȉーǚǇ通ƌƛ、現場の管理Ơƙいƛ学ぶ

研修間の約 ラƀ月Ɯ研修Ɯ得Ɣ知識ǇベースƠ、
自職場Ɯの問題解決Ơ取ƿ組ƴ、
実際の現場Ɯ活ƀƐǀスǘȖǇ習得

第 単元

ǳȓタ生産方式の基本的Ɵ考え方 管理監督者の共通Ǝǀ役割

生産 保全 工場見学 職場ƚくƿƝコȊュニǜーシȒン

品質

原価 人材育成
講師ƠƽǀƳƝƶ

安全

問題解決の進ƶ方問題解決の進ƶ方

第 単元 第 単元 第 単元 第 単元

・   現場管理のȈǏンǳƁƽく分ƀƾƏ、不良や
　設備故障対応Ơ非常Ơ多くの時間Ǉ費やƌƛいǀ 

・   DX や IoT 活ዿǇ進ƶƔいƁ、運ዿƎǀ監督者Ɓ
　育ƘƛſƾƏ手段ƕけƁ目的化ƌƛƌƳƘƛいǀ  

・   多能化や人材育成Ʒ急務ƕƁ、進ƶ方Ɓ分ƀƾƏ
  ƳƔ、そのƔƶの時間Ʒ確保ƜƂƟい 

ƈǈƟ問題Ɯ困ƘƛいƳƐǈƀ？

point2

point3

第 単元

問題解決シーǳǇ活ዿƌ、研修間の約２ƀ月Ɯ実践・発表
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グループワーク

ョン׬ーءュؔ׬イؕ体感״トイン׮ャ׭　・

グループワーク

・　品質֭感性ב磨く

グループワーク

・　Vԣԡ֪よ׊動作改善

・　品質・安全֪つい֥֭重点実施項目
　　֧実際֭取組־内容֪つい֥発表

グループワーク

・　自転車֭整備

グループワーク

・　作業要領書֭作成

グループワーク

・　リー׵ー׸׬プ研究事例
　　ը京田君֭反発թ

発表

・　生産・原価֪つい֥֭重点実施項目
　　֧実際֭取組־内容֪つい֥発表

発表

・　自主保全֪つい֥֭重点実施項目
　　֧実際֭取組־内容֪つい֥発表

発表

・　人材育成֪つい֥֭重点実施項目
　　֧実際֭取組־内容֪つい֥発表

発表

物

投入できるリソーセス
を正しく把握

課題を
５大任務別に把握

人

金

情　報

時　間

製造現場の DX・IoT 活ዿƝいう前Ơ

研修Ơ参加ƌƛ、現場の日常管理Ơƙいƛ「Ĭ大任務」Ɲいう視点Ɯ
学びƳƌƔ。問題解決シーǳǇ使Ƙƛ、学ǈƕǱーȉƠƙいƛ研修間
Ơ職場Ɯ実践ƌ、次回Ơ発表Ǝǀ流ǁƁ「やƿƘぱƟƌ」Ɯ終わƾƏ
良ƀƘƔƝ感ƍƛいƳƎ。問題解決シーǳƜ改善Ǉ進ƶǀ中Ɯ、管理
者ƭの報告Ʒ結果ƕけƜƟく、プロセスƜ考えǀ様ƠƟƿƳƌƔ。
結果Ɲƌƛ、現場ƜのコȊュニǜーシȒンƁ多くƟƿ、班員ƀƾの相
談Ʒ増え、良い改善のサǏǚȖƁ回ǀƽうƠƟƘƛƂƔƝ感ƍƛいƳ
Ǝ。さＣ社Ｋ様）

安全・品質・納期…何ƀƾ手Ǉ付けǀƮƂƀƁ曖昧Ɯ、場当Ɣƿ的ƠƟƘƛいƳƌƔ。
他社のやƿ方Ʒ見ƔƈƝƁƟく、改善の進ƶ方Ɓȉンネȕ化ƌƛいƳƌƔ。問題解決シー
ǳƜの実践や他の方々の発表Ǉ通ƌƛ、Ĭ大任務ƉƝの改善の進ƶ方の方向性Ɓ見えƛƂ
ƔƝ感ƍƳƎ。
ƳƔ、職場ƚくƿƝコȊュニǜーシȒンの回Ɓあƿ、自分の指示の出ƌ方や環境ƚくƿの
部分Ɯ改善の余地ƁあǀƝ感ƍƳƌƔ。工場見学Ơƛ実際の管理の現場Ǉ見学ƊƐƛ頂Ƃ、
自社ƝのǙャップƁ大ƂいƝ感ƍƳƌƔ。ƳƔ、研修ƜのǛȖープǲǎスカッシȒンǇ通
ƍƛ、他の参加者の現状Ǉ知ǀ事ƷƜƂƳƌƔのƜ、自社Ɯ改善Ǉ進ƶƛいƂƔいƝ思い
ƳƎ。さＮ社Ｓ様）



【問い合わせ先】

一般社団法人 中部産業連盟　マネジメント開発事業部　藤瀬

〒461-8580 名古屋市東区白壁 3-12-13　TEL：052-931-9825　FAX：0120-342-740　Emai l：soc ie ty@chusanren .or . jp

զ フ ォアマン育成研修 է 参加要項／参加申込書
参加費

（１名様）

申込方法

お支払い

中産連会員 1 5 8 , 4 0 0 円 ( 税込 ) 中産連会員外 1 7 8 , 2 0 0 円 ( 税込 )／

下記申込書に必要事項を記入の上、切り取らずに FAX(0120 -342 -740 ) にて

お申込みいただくか、中産連ホームページ (www.chusanren .o r . jp ) よりお申込みください。

※前日・当日のキャンセルはご容赦ください。ご参加者のご都合が悪くなった場合は、

　下記担当者までご連絡ください。

※コンサルタント及び教育機関の方のお申込みはお断りしております。ご了承ください。

請求書・受講票を開催日２～３週間前に申込責任者宛に発送いたします。

今回ご記入いただいた個人情報は、研修等の運営・情報提供 ( 郵便、メール、FAX 等 ) においてのみ使用致します。

詳細は、HP(http://www.chusanren.or.jp/14privacy/privacy_policy.html) をご覧いただき、同意の上、ご協力お願い致します。

関連情報の提供が不要の場合、下記にレ点をご記入いただき、当連盟までご連絡ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ セミナー等の情報提供を希望しない

メールアドレス氏名（フリガナ）所属部署・役職

会 社 概 要

申 込
責 任 者

会 社 名

住 所

T E L ：

資 本 金 従 業 員 数

F A X ：

E - m a i l

氏 名所 属・役 職 名

業種（主要製品名）

〒

詳細

・   日　時：第 1単元　4月 22 日さ水）お第 2単元　6月 24 日さ水）お第 3単元　8月 26 日さ水）

・   会　場：中産連ビルさ名古屋市東区白壁 3-12-13）
・   講　師：一般社団法人中部産業連盟　委嘱コンサルタント　高松　秀司 氏
・   対　象：製造部門監督者
・   申　込：下部ſ申込書をƉ記入の上FAX・メールいƔƕくƀ、当連盟HPよりſ申込みくƕƊい

第 4単元　10 月 21 日さ水）お第 5単元　12 月 23 日さ水）お第 6単元　2月 24 日さ水）
(全 6回 )各日 9:30 ～ 17:00


